
株式会社 高浄

発行元：広報委員会
編集長：松下 廣徳

社長メッセージ
「気分を選ぶ事ができる！」

2020年 ４月号

いつも、タカジョウグループを応援いただきあり
がとうございます。春を感じる暖かい日が増えてき
ました。今、私たちを取り巻く環境が激変していま
すが、少しは春を楽しみたいものです。

さて、新型コロナウイルスによって、その前と後
では、大きく世界が変わりました。今までの常識、
当たり前が大きく変わっているように思います。
もしかして、このメッセージが届く頃には、日本で
も緊急事態が宣言され、様々な場所が閉鎖されてい
るかもしれません。

見えないうちに人から人へ感染するウィルス。
しかし、新型コロナウィルス以上に凄まじいスピー
ドで広まってるものがあります。
それは、【不安や恐怖心】といったネガティブな感
情、イヤな気分ではないでしょうか。
テレビやSNSなどメディアの情報振り回されて、心
配しなくていい人まで、トイレットペーパーを買い
漁ったり、パニックに巻き込まれて…。

決して、楽観的に、ポジティブにいきましょう！
と言っている訳ではありません。
一人一人ができる事、人混みを避け、手洗い、マス
ク、日々の健康管理、食事、運動など、今まで以上
に大切にしていく必要があります。働き方、日常の
過ごし方を変えていく必要もあるでしょう。
ただ、必要以上に振り回されない自分でいたいと思
います。

私たちは、何か出来事が起きると、反応します。
雨が降っているという出来事に対して、悲しいと反
応することもできれば、嬉しいと反応することもで
きます。その時々で、気分を選んでいます。

雨が降っているという出来事に対して、傘をさす
選択をする人もいれば、濡れて歩く選択をする人も
います。その時々で、行動を選んでいます。
選んでないようで、その人の性格や生まれ育って、
生きてきた背景、まわりの環境、様々な状況により、
意識しても、しなくても、気分も行動も、選んでい
るのです。

これから、世界経済、物流、日常生活にも大きな
影響が出てくるでしょう。震災の時もそうでしたが、
こんな時こそ、全ての気持ちは、自分で選択できる
事を思い出し、自分はどういう気持ちで過ごしたい
のか。
少しでも、笑顔の時間が増えるように、少しでも、
ご機嫌で、少しでも、優しい気持ちが増えるように、
改めて、自分たちの役割を思い出し、ホッと安らぐ
気持ちが広まるように、いつも、笑顔と感謝だけは
忘れずに、お客様、関わる皆さんと、喜んでもらえ
る仕事をしていきたいです。

今月もありがとうございました。
長井正樹

一食一円運動
１月末での繰り越し残高

2,368,129円
２月末での拠出金額

78,930円
合計残高

2,447,059円

ご協力誠にありがとう

ございます。
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今や世界中で大流行している「新型コロナウィルス」日本各地でも感染者が増加する
ばかりです。マスコミやインターネットでも感染対策を呼び掛けていますが、みなさ
んどこまで出来ていますか？どこで誰がウィルスを所有しているか分からないので、
「大丈夫」という過信はせず、しっかりと感染予防しましょう！

感染対策できていますか？

予防の為に癖付けよう！①手洗い

わたしたちに出来る予防は、不要な外出
を出来るだけ控えて、基本的な対策を繰
り返す事。
恐れてばかりではいけませんが、少し意
識を変えるだけで大きな予防が出来ます。

②咳エチケット
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事故報告

【内容】当社清掃スタッフが、社用車を発進させる際、付近にあったポール
に車をぶつけてしまう。搭乗者にケガ等はなく、事故発生現場は当
社敷地内であった。

2月１日～2月末まで
クレーム発生件数 7件 労働災害発生件数０件

今月の環境整備今月の環境整備
整理、整頓、清潔、礼儀、規律、チェッ
クをテーマに仕事をやり易くする環境を
整えて備える事。

環境整備

慣れた作業であっても、常に確認を怠らないようにしま
しょう。今回は車の事故でしたが、通勤中の自転車も同様
です。通勤時、作業時ともに常に安全を心掛けましょう。

今回はとある事業所のSKを紹介します。
床に道具をたくさん置いており、見栄えも悪い…。
どうにか改善しなきゃと思いつつも、スペースがないため
棚を置くことも出来ず、社員もお手上げ状態。⾧年放置さ
れていました…。

そんな所に救世主！
その正体はなんと、現場のスタッフ！既製
品の棚ではサイズが合わないので棚を自作
して、ほとんどの道具を床に置く必要がな
くなりました！そして、実際に使う人だか
らこそ分かる使いやすさ！これには社員も
目から鱗…！その場に合ったものが無いか
らと諦めず、みんなが使いやすいよう改善
を重ねていく。これが環境整備のあるべき
姿だと改めて実感させられました…！

実際に使うからこそ分かる良さが、ここにある。


